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1.はじめに 

 鋼とコンクリートとの複合構造は，互いの材料特性を活用した合理的な構造物である．しかし，コンクリート

に微細なひび割れが発生し，内部に水分や塩分などが浸透した場合，鋼板面に滞水が生じることがある．複合構

造物の鋼板面には，架設時の一次防錆として無機ジンクリッチペイントなどの塗装がなされているが，長期間の

滞水は，防錆力の低下により，鋼板が腐食に至る懸念がある．そのため，鋼板の防錆力を向上し，鋼・コンクリ

ート複合構造の予防保全として，速硬ポリマーセメントモルタル(以下，ゴムラテックスモルタル)を鋼板上に被

覆することが検討されている 1)2)．本論文では，ゴムラテックスモルタルが，コンクリートと塗装鋼板とに挟まれ

た場合における一体性について，確認試験を行った結果を報告する． 

2. 使用材料 

ゴムラテックスモルタルは，スチレンブタジエンゴム(SBR)を主成分とした混和液と速硬セメントを含むパウダ

ーからなり，その配合を表-1に，物性値(参考)を表-2に示す．また，本試験で使用したコンクリートの配合を表

-3に，フレッシュ性状および圧縮強度を表-4に示す．なお，使用した鋼板表面には，無機ジンクリッチペイント

を膜厚 30µm 以上となるように塗布した． 

 

 

 

 

 

 

 

3. 直接せん断強度試験 

3.1 試験概要 

 ゴムラテックスモルタルと塗装鋼板(無機ジンクリッチペイント塗布

鋼板)およびコンクリートとの境界面に対するせん断強度を確認するた

め，図-1 に示すような一面せん断機を使用してせん断強度を測定した．

せん断強度試験体は，100×100mm鋼板に厚さゴムラテモルタルを 0，3mm

で吹き付け，100×100×95mm のコンクリートを打設して作製した．なお，

試験は，コンクリートを打設から 1 ヶ月後に実施した．  

3.2 試験結果 

本試験のせん断強度を表-5 に示す．吹き付け厚 0mm で

は，全てコンクリートとの境界面で剥離し，鋼板と塗膜の

剥離は認められず，せん断強度は，0.1N/mm2 であった．ま

た，吹き付け厚 3mm では，破断位置がゴムラテックスモル

タル内部に遷移し，せん断強度は，0.5N/mm2まで増加した． 

  キーワード 防水，防錆，一体性，ゴムラテックスモルタル，複合構造 
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表-1 ゴムラテックスモルタルの配合 

表-5 せん断強度試験結果 

図-1 一面せん断試験機 

表-2 ゴムラテックスモルタルの物性値(参考値) 

表-3 コンクリートの配合 

表-4 コンクリートのフレッシュ性状および圧縮強度 
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